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済，環境，生活の面から捉え，よりよい発電システ

ムについて創造的に捉え，将来にわたって考えるき

っかけを生み出せるとよいと考えている。 

(2)実社会に活きてはたらく力の育成 

実社会に活きてはたらく力とは，「将来にわたり

課題を主体的に見出し，未来を創造しながら他者と

一緒に課題を解決していく力」とする。BT のような

直接的な経験をすることだけではなく，各教科での

一つ一つの学びが将来に社会に出たときに役に立つ

ように意識させることが大切であろう。生徒が持つ

興味や関心に対して BT のような調査研究と各教科

等での教科の本質に迫る学習活動が関連付けされる

ことで，既習事項の活用の場面が生まれ，生徒の思

考・判断・表現がより充実したものになる。とりわ

け，BT のように各事業所にアポイントメントをと

り，実際に話を聞くことで生徒たちにとっては，そ

こでしか聴けない学びとなることから，校外学習先

の事業所とのつながりを強くすることを考えた。ま

た，各教科において外部講師を招き，社会での体験

を聴かせることから課題を見出し，課題解決する場

面を設定することにした。具体的には，社会科では，

「租税教室」と「模擬選挙」の単元で外部講師によ

る講義や体験を行い，得た知識や体験を通して，意

見を交流した。また，国語科では，大津祭りについ

て知識やそれに携わる方々の思いを知ることで，地

域の文化の保護と継承について，新たな課題意識を

持つことを目的に実施した。地域の祭りに関わる実

践や，それにかける思いを聞き，それについての考

えを生徒同士が交流することで生徒が郷土に向き合

う機会とする実践を行った。このような実践を通し

て，多面的・多角的なものの見方を養うことを目標

に取り組んだ。 

（3）情報活用能力の育成 

本校では，情報活用能力の育成を「情報の時間」

で担ってきた。本年度も昨年度同様に活動状況に合

わせて，カリキュラムを組むことを大切にしたが，

内容面で精選や変更を行った。3 年間の発達段階を

見通して，BT に有効な知識や技能を身につけるため

に，表 2 の内容で実施した。 

表 2 本年度の単元内容 

学年 単元名 

1 

年 

生 

情報の収集 

情報の発信と発表 

データの収集と加工 

2 

年 

生 

情報の収集と分析 

情報の発信と発表 

デ－タの比較 

3 

年 

生 

論理的思考 

情報の本質について考えよう 

ネットワークと情報共有 

これからの情報社会 

(4)e-ラ-ニング「College Pathway」の活用 

昨年度より，インターネットを利用した英語の e-

ラ-ニングシステム「College Pathway」を導入して

いる。本年度は，英語の授業と朝学習の時間を利用

して実施した。英語の授業では，全学年で PC 教室や

タブレットを使って，「College Pathway」に取り組

ませた。また，長期休暇を利用して自宅で「College 

Pathway」のディクタンをする課題を出し，学期のは

じめに学習の成果を試すディクタンのテストを実施

することにした。 

また，全校体制で 8：25～8：35 の時間帯を「朝学

習」として設定している。その時間を利用して，担

任の指導のもと，「College Pathway」に取り組んだ。 

(5)意見交流の活発化 

 生徒向けの｢有意義に意見交流するための授業心

がけ 7 か条｣については，カリキュラム・マネジメン

トの視点を入れて，精選をした。各教室や廊下に掲

示し，より生徒の目にふれるようにした。 

併せて，教員向けの｢授業の共通理解 10 か条｣も同

様に一部変更し，本年度も研究授業時には指導案に

10 か条のどの項目を意識しているのか，明示するよ

うにした。 

(6)ICT の整備と活用 

 (4)に記述した英語の e-ラ-ニングシステム

「College Pathway」の導入より，生徒一人ひとりの

ID を設定し，英語の授業を軸に PC 教室や教室でタ

ブレットを利用して実践に取り組んだ。また，貸し

出し用の PC の OS が Windows７のため，新規に PC を

13 台購入した。BT での発表用の原稿作りや発表用の

スライド作成，学級劇に使用する音源や映像の加工

に活用した。また，Windouws10 のアップデートを行

い，整備を行った。 

(7)道徳教育推進に向けての体制づくり 

 道徳の充実に向けて，校内の体制を整えた。道徳

推進教師を中心に，道徳教育の更なる推進を図った。

本年度は，道徳推進教員と 3 人の教員で道徳のチ－

ムを作り，校内研究や研究協議会の検討をした。研

究推進に向けて，滋賀大学教育学部の三輪貴美枝三

輪教授，太田拓紀准教授に指導助言をいただきなが

ら，研究協議会に向けての検討をした。詳細は，本

紀要の 11 道徳にて記載する。郷土を愛する態度の育

成を目指すことで，BT における調査の意義をより深

く感じ，よりよい研究にさせることができるのでは

ないかと研究を進めた。 
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(8)研究の評価 

本校に継続して指導いただいている国際日本文化

研究センターの山田奨治教授や滋賀大学データサイ

エンス学部の市川治教授に協議会を通して評価をい

ただく。また，「実社会を重視した課題解決型プロ

グラムに係る実践研究」の成果として冊子にまとめ

た。 

(9)研修体制 

先進校としての本校の使命を果たし，探究的学習

活動に対する研究の整理や広報を進めるため，7 月

から 11 月に行っている校内研究会の研究授業を｢公

開校内研究会｣にした。公開校内研究会の際は，滋賀

大学の教員を指導助言者とする。 

3.研究の体制 

 本校では，分掌の一つに研究部を設け，研究主任

を中心に 5 名の教員が配置されている。この研究部

が情報や方針を発信して全教員で研究に取り組む。 

 年間 14 回の校内研究会を持ち，毎年 1 回は研究協

議会を実施している(研究資料 1.2.)。校内研究会で

は，教員は 1 年間に 1 回必ず研究授業を行い，研究

協議会では原則，自身の担当教科かまたは道徳の授

業を公開する。それぞれの研究授業や公開授業を軸

にしながら，日々の授業においても継続的に実践を

重ねる。 

 年間の取り組みで実践したことを総括し，本紀要

や研究協議会などで発信する。 

4.研究の具体的成果と課題 

（1）探究的学習活動の練習課題としての教科の学習 

探究的学習活動を中心とした取り組みは，5 年目

を迎える。各教科の取り組みも試行錯誤から充実期

に入った。そこで，本年度も探究させる事象を明確

にするために，「単元に関わる問い」を設定するこ

とにした。この「単元に関わる問い」を設定するこ

とで，探究させる軸ができ，生徒たちの目標が明確

になる。このように「単元に関わる問い」を軸にし

て，「単元に関わる問い」を解決していくための一

つ一つのピースを各授業で集めていくと考えた。こ

こでは，本校教員が研究授業で探究的学習活動に関

わって，練習課題として実践した例を示す 6)。 

①主体的な課題となるための工夫について 

生徒にとって，課題が自分事であることが重要で

ある。2（1）の 3 つの視点で課題の設定に取り組ん

だ。3 つの視点をもとに各教科での授業実践を行っ

た。授業実践で行った一つの例を記載する。 

②数学 3 年｢二ケタの計算について分析し，規則性

を見出すことから数学的な見方・考え方を育てる。｣ 

単元に関わる問い 

面白い計算方法を作ってみよう 

 3 年生で学習する「数と式」において，展開と因数

分解の関係を工夫して利用することで，やや複雑な

計算式でも簡単に答えを求めることができる力を養

う。特に同じような数字が並ぶような計算式は，日

常生活の中で出てくることもある。この実践では，

速算術を提示し，その仕組みについて思考すること

で，数学のよさや面白さを感じてほしいと思い，実

践を行った。この実践では，｢A 条件下での課題の設

定｣について，計算式という条件のもと，その計算式

にどのような特徴があるか考えさせることにした。 

学習課題 効率よく計算する方法はあります。 

どんな問いを持ちますか。 

  53    38    89    65 

× 57  × 32  × 81  × 65 

3021   1216   7209   4225 

Y チャートを活用して，整理させ，文字式や図を使っ

て式が成り立つ理由について説明をさせた。クイズ

の要素がある課題ということもあり，その速算術を

見ながら，生徒は思考を深めていた。7） 

③BT における課題の設定の工夫 

探究的学習活動の軸になる BT では，生徒が課題を

自分との関わりの中で捉えられるようにするための

工夫として，例年まず，滋賀県から連想される言葉

をイメージマップから思い起こさせ，そこから興味

や関心のある事柄について研究テーマを絞らせるよ

うにしている。しかし，それだけでは課題の設定が

難しいと感じる生徒もいるため，本年度において力

をいれた点は，ゴールデンウィークの休みを利用し

て課題につながる疑問や調べたいことをレポートに

まとめさせた。そして，それらをもとにしながら，

各自が研究テーマを決める場面を設定したことであ

る。7） 

(2)実社会に活きてはたらく力の育成 

 BT では，ガイダンスの時に各グループの研究結果

が実社会で活用されるような研究を進めていくこと

を生徒に伝え，研究の目的を確認させた。校外学習

のアポイントをとったり，実際に話を聞いたりする

ことを通して，実

社会とのつながり

を意識した取り組

みとなった。また，

校外学習先の事業

所に領域別発表会

の案内を送り，出

席を依頼した。出

席された人から

は，発表後にアドバイスをいただいた（図 3）。 

 
図 3 参観のようす 
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